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POSシステムの
Windows化の波に誘われて
今回紹介するのは、ヴィンキュラム

ジャパンが開発／販売を行なっている

「ANY-CUBE」。POSシステムパッケー

ジだ。POSシステムとは商品の販売情

報を記録し集計結果を販促などに活用

するためのものだ。以前のPOSシステ

ムは、それを動作させるOSとともにメ

ーカー独自仕様によるものばかりだっ

たが、それもいまや昔の話。いまでは

Windows OS上で動作するPOSシステ

ムも数多く出回っている。

「メーカー独自仕様のPOSシステム

はなにかと負担が多かった」と語るの

は、製品担当の松野訓之氏。いったい

どんな負担だったのだろうか。

「弊社は、もともととある流通企業

の情報企画部門でした。この部門では、

導入されたPOSシステムの運用管理を

行なっていました。しかし、導入され

ているPOSシステムはメーカー独自の

ものだったので、必要な機能を柔軟に

追加できなかったり、コストや開発負

荷がかかりました」

このような問題は、POSシステムの

ユーザーなら誰もが抱いていた。そこ

で、マイクロソフトは、“OLE POS”と

いう、Windows OS上で動くPOSアプ

リケーション開発の標準仕様を公開。

これにより、レシートプリンタやバーコ

ードスキャナなど、さまざまなメーカー

のPOS周辺機器に対応することができ

るようになった。

「OLE POSの仕様が公開されたと

き、これを利用すればPOSシステムの

ユーザーが抱えている問題を解消する

システムを開発／提供することができ

るのではないか、と思いました。そこ

で、開発したのが、ANY-CUBEです」

カスタマイズを考慮した
内部構造
OLE POSに準拠したANY-CUBE

は、VB4.0で実装。その後さまざまな

機能拡張を行ない、いまでは、業種／

業態に応じてさまざまなエディション

がラインナップされている（表1）。表1

をみると、.NET FrameworkとVB6.0

で実装されているエディションが並存

している。この理由はいったい何か。

「POSパッケージは、ユーザーのニ

ーズに応じてカスタマイズして導入さ

れますので、いかにシステムに柔軟性

を持たせるかが問題になります。.NET

Frameworkにはさまざまな機能が用意

されており、これら機能を使ってオブ

ジェクト指向開発ができるのでカスタ

マイズには最適です。そこで、とくに

カスタマイズが頻繁に発生する機能を

.NET Frameworkで実装しています。

VB6.0のエディションは、カスタマ
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イズしづらいというデメリットもありま

すが、苦労を重ね多くの機能が実装さ

れているので、費用対効果を考えると

現時点では.NET Frameworkに移行し

ないほうがよいと判断しました」

次に、.NET Frameworkで実装され

ているエディションの内部構造（図1）

について聞いた。

「頻繁にカスタマイズを行なうと、コ

ードがスパゲッティ状に複雑となりメ

ンテナンスが困難になります。そこで、

.NET Frameworkの上に汎用的なコア

機能をアプリケーション層として配置

しています。これらコア機能群をもと

に各業務機能が実装されており、コア

機能群はいじらずにニーズに応じて業

務機能を選択したり、拡張できる構造

になっています。

また、OLE POSには、コントロール

オブジェクト（以下CO）と、サービス

オブジェクト（以下SO）という2つの

仕様があり、それぞれ各ハードウェア

メーカーごとに提供されています。SO

はPOS周辺機器のドライバーのことで、

COはSOのインターフェイスを実装し

ています。

しかし、COはActiveXコントロール

のため、各メーカーのCOを実装するた

びにコンパイルし直さなければなりま

せん。そこで、ANY-CUBEでは独自の

汎用COを実装し、POS周辺機器が変

更／追加されてもコンパイルし直す必

要はありません」

ところで、.NETへの移行作業は大

変だったのではないだろうか。開発を

担当した小川圭一氏は次のように語

る。

「Visual Studioを使えば、フォーム

にコントロールを配置するだけでコー

ドを自動生成してくれるので、.NETだ

からといって意識することなく移行で

きました。ただしWebアプリケーショ

ンの場合、自動生成されたままのコー

ドではレスポンスに影響を及ぼします。

ANY-CUBE

・業種／業態に合わせて、さまざまなエディションを用意
・.NET対応エディションでは、カスタマイズを考慮して
コア機能群をもとに業務機能を実装。
各業務機能は、ユーザーのニーズに応じて選択／拡充することができる

・各メーカーから提供されているPOS周辺機器ドライバー（SO）に対応した
独自コントロール（CO）を実装

拡充のポイント

表1：ANY-CUBEの製品構成

エディション名 概要 実装言語

ANY-CUBE ST 中小向け店舗向けパッケージ VB6.0

ANY-CUBE AD チェーン店舗型向けパッケージ VB.NET

ANY-CUBE MG 大規模店舗向けパッケージ VB6.0

ANY-CUBE SC ショッピングセンター向けパッケージ VB.NET

ANY-CUBE FF ファーストフード店向けパッケージ VB6.0

ANY-CUBE BO 店舗後方業務支援パッケージ VB.NET
Windows OS

.NET Framework

アプリケーション層

売上登録 返品登録 精算業務 点検業務 その他

SO

独自CO

図1：.NET対応エディションの内部構造

ビューステートをセッションに保持し

たり、自動生成されたHTMLコードを

カスタマイズするなどして、レスポンス

が落ちないように心がけました」

ユーザーのニーズに
応えたい
ANY-CUBEは、カスタマイズ開発を

前提にした内部構造のほかにも、ユー

ザーを考慮している点がある。

「POSレジを操作するのは、パート

の主婦などPCを一度も使ったことがな

い人が大半です。少しでもPCの操作

を意識させると嫌悪感をもってしまい

ますので、ANY-CUBEのPOS画面は見

栄えよく、操作しやすいようにデザイ

ンされています」

最後に、今後の予定について一言。

「さらに操作しやすいPOSシステム

を目指して、POSレジの機能を拡張し

た新しいエディションを提供する予定

です。楽しみにお待ちください」




